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住み続けますか？ 住み替えますか？
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※ あくまで目安になります。
詳しくはすまいるネットまでお問い合わせください。



自分のことを自分でできる方
が入居でき、食事や入浴等サ
ービスがある。利用料の一部
に減免措置あり。

身寄りがないか、家族と同
居が困難な方が入居可。重
度の介護まで対応した各種
介護サービスを受けられる。

民間賃貸住宅・UR賃貸住
宅・公営賃貸住宅とある。毎
月の家賃の他に必要な経費
があることも。

緊急時の対応など一定のサ
ービスを受けられるバリアフ
リーの公営住宅。家賃は低額。
入居は収入の低い方のみ。

認知症高齢者が少人数でケ
アを受けながら生活を送る。
落ち着いた雰囲気の中での、
認知症の緩和促進が目的。

長期の療養が必要な方が入
院するための病院・病棟。医
療と介護に加え、日常生活
上の支援を受けられる。

7

高齢者向けに建設された民
間または神戸市公社の賃貸
住宅。収入に応じて家賃補
助が受けられる。

バリアフリー化され、状況把
握（安否確認）と生活相談サ
ービスが提供される登録住宅。
民間事業者等が整備する。

自 立 要支援 要介護

※ 施設の費用や介護への対応などはあくまで目安になります。
詳しくはすまいるネットまでお問い合わせください。



知 る

耐震診断 耐震改修工事

自分のすまいを すまいを すまい方を
工夫する丈夫にする

ワンドアツーロック

防犯砂利、ホームセキュ
リティシステムの導入の
ほか、見通しの良い塀
（植木の剪定）など
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補助錠 防犯フィルム

安心・安全に
住み続けるために

たとえば

家具の固定



見守り・安否確認・
地域でのつながりづくり
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ふれあい給食会ふれあい給食会

友愛訪問活動友愛訪問活動

協力事業者による高齢者見守り協力事業者による高齢者見守り

ガスや電気機器の使用が一定期間ない
場合、ご家族などに連絡がいくサービスです。

指定した時間にオペレーターからの電
話などで安否確認するサービスです。
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すまい選びの流れ

入居するすまいを決めたら、
いよいよ契約書を交わします。
契約するときは、以下の点に注意しましょう。

実際に現地に行って、自分のこだわり
に合っているのか、確認しましょう。施
設の場合は食事付きの見学会に参加し
たり、体験入居したりするのがおすすめ
です（※有料）。

複数の施設を見学・比較したり、ケアマ
ネジャーの意見を聞いたりしましょう。
すまいるネットなど専門家がいる相談窓
口でアドバイスを受けると、より候補が
絞りやすくなります。
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認知症や知的障がい・精神障がいなどによって判断能力が
不十分な方の支援者を家庭裁判所が選んだり、元気なうちに
判断能力が低下したときに備え、ご自身で代理人を選んで
おく制度です。詳しいことは、神戸市成年後見支援センター
に相談しましょう。

介護が必要な方が介護保険サービスを適切に
利用できるよう、さまざまな手続きや連絡調整
を行う事業者です。

認知症等高齢者や知的障がい・精神障がいな
どで判断能力に不安がある方が、日常生活に
支障を感じるようになった場合、福祉サービス
の利用手続きや日常の金銭管理などの支援を
しています。

くらしを支えるサービス
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住宅セーフティネット法に基づき、兵庫県が
指定した法人で、居住支援を行っています。
高齢者などの民間賃貸住宅への円滑な入居
に向け、すまいに係る情報提供、相談、見守り
などの生活支援を行っています。

「最近、物忘れが気になる」「家族が認知症で
どのように対応したらいいか悩んでいる」などの
認知症に関する相談について、看護師・社会
福祉士などの専門職が電話で相談に応じてい
ます。市内の介護情報の提供や、必要に応じて
適切な関係機関への紹介・取り次ぎを行います。

保健師等・社会福祉士・主任介護支援専門員・地
域支え合い推進員がおり、おおむね中学校区に１
ヶ所の割合で設置されています。
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元気なうちに、家財を整理し、相続する人の負担を減らすことも考えておきましょう。
家財の片付けで事業者を利用する際は、必ず複数の事業者に見積りを取り、
誠実に対応してくれる事業者を選ぶことが重要です。

持ち家を担保に融資を受けるリバースモーゲージ、持ち家を売却
してから住み続けるリースバックなど、今の家に住み続けたまま
融資を受ける方法があります。リバースモーゲージの場合は銀行
や住宅金融支援機構に、リースバックの場合は不動産会社などに
相談してみましょう。

自分の終活すまいの終活

住み替えにあたり、今のすまいを売却せずに賃貸し、賃料収入をもとに都心部の便利な場所に賃貸物件を
借りる方法もあります。シニア世代の住宅資産を終身借上げする「マイホーム借上げ制度」（移住・住みかえ
支援機構）などを検討するのもよいでしょう。

く
ら
し
の
豆
知
識
編

→遺言には主に公正証書遺言と自筆証書遺言があります。
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